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地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの平成28年度に係る業務の実績に関する評価結果

1 評価対象法人の概要

⑴ 法 人 名 等 岡山市北区鹿田本町3番16号 地方独立行政法人岡山県精神科医療センター 理事長 中島 豊爾

⑵ 設 立 年 月 日 平成19年4月1日

⑶ 設 立 団 体 岡山県

⑷ 資 本 金 の 額 1,202,336,883円

⑸ 中期目標の期間 平成24年度から平成28年度（第2期）

⑹ 目的及び業務

ア 目 的

精神障害者の医療、保護及び発生の予防並びにこれらに必要な研究を行うことを目的とする。

イ 業 務

(ア)精神科及び神経科に関する医療を提供すること。

(イ)精神科及び神経科に関する医療の調査及び研究を行うこと。

(ウ)精神科及び神経科に関する医療技術者の研修を行うこと。

(エ)前各号に掲げる業務を効果的かつ効率的に実施するため、附帯して必要となる関連業務を行うこと。

2 評価の実施根拠法

地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条

3 評価の対象

平成28年度における地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの第2期中期計画（平成24年度から28年度）の進捗状況

4 評価の趣旨及び評価者

⑴ 評価の趣旨

地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人岡山県精神科医療センター（以下「岡山県精神科医療センター」という。）が、岡山県内の精神科医療

の中核病院として、他の医療機関の模範となるような業務運営が行えるよう、業務の質の向上、業務運営の効率化、透明性の確保等について自主的、継続的な見

直し及び改善を促すことを目的に、岡山県地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）が業務の実績評価を行う。
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⑵ 評価委員会

委員名 氏 名 役 職 等

委 員 長 萩 原 邦 章
萩原工業（株）

代表取締役会長

委 員 小 田 項 一 公認会計士・税理士

委 員 田 中 里 味
ジュエリー・タナカ常務取締役

岡山商工会議所女性会理事

専門委員
江 原 良 貴 一般財団法人江原積善会理事長

（病院関係）

専門委員
田 淵 泰 子

医療法人万成病院

（病院関係） 多機能型事業所ひまわり管理者

5 評価方法の概要

⑴ 評価基準

地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの業務の実績に関する評価の実施基準

⑵ 評価の手法

地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの自己評価の結果を活用する間接評価方式

6 評価結果

⑴ 総合的な評定

評価委員会は、岡山県精神科医療センターが地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの業務の実績に関する評価の実施基準により自己評価し提出した「平

成28年度に係る業務の実績に関する報告書」を適正な評価と認め、次のとおり評定した。

岡山県精神科医療センターは、「人としての尊厳を第一に安心・安全の医療をめざす」ことを理念とし、人権を尊重し、利用者の方々の視点に立った良質な医

療の提供、患者の社会参加への積極的支援、快適な治療環境の提供、精神科医療水準の向上、健全で透明性の高い病院運営に努めることとしている。

平成28年度においても、理事長の強いリーダーシップの下、職員が一丸となって機動的・戦略的な運営が行われていると認められる。
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特に、民間では対応が困難である、精神科救急医療において県内で中心的な役割を担っているほか、医療従事者の手厚い配置が必要である児童・思春期精神科

医療、高い専門性が求められる薬物等依存症医療、公的病院が設置することとされる司法精神入院棟の運営など、地方独立行政法人として公的な役割を担おうと

する姿勢がうかがわれるものであり、積極的に評価するものである。

また、精神障害者の地域生活を支える訪問看護等の在宅医療のサービスを充実するとともに、退院後の生活が安定して維持できるように本人の意向に応じてア

パート入居など住まいの支援や就労斡旋などの福祉相談サービスも充実させているところである。

最小項目別評価の結果をみると、平成28年度中の計画に掲げられた63項目中、前年度と比較して評点が上がったものが7項目、逆に、下がったものが2項目あり、

評点4（年度計画を十分に達成）が28項目、評点3（年度計画を概ね達成）が35項目と、前年度に比べ評点4が5項目増え、いずれも評点3以上という高い水準であ

る。

以上、全体として、岡山県精神科医療センターが地方独立行政法人のメリットを生かし、前年度に引き続き、様々な改革を着実に実行に移している状況が十分

見受けられたことから、平成28年度の業務の実績における第2期中期計画の進捗は、優れて順調と評定する。

なお、岡山県精神科医療センターは地方独立行政法人として公的な使命を有しており、県内精神科医療の中核病院としての役割を果たし、医療の質の向上を図

りつつ、引き続き、県民のニーズを十分に考慮した運営が行われることを望む。

⑵ 中期計画の各項目ごとの評定

Ⅲ 県民に提供するサービスその他の業務の質の向上

ア 評定

中期計画の進捗状況は優れて順調

イ 理由

前年度に引き続き、理事長の強いリーダーシップの下、職員が一丸となって地方独立行政法人のメリットを生かして様々な改革を継続し、着実で期待以上

の成果が見受けられる。

ウ 評価した項目

① 項目数 47項目

② 特筆すべき項目

・多くのモデル事業を受託し、各事業の目的の達成に向けて広く、積極的な活動を行った。

・県民がいつでも緊急診察が受けられるよう、常に複数の医師を配置し、休日夜間に関わらず “決して断らない病院”として精神科救急医療の強化に取

り組んだ。

・熊本震災の際には、日頃の訓練を活かし、ＤＰＡＴ先遣隊を震災翌日早朝に派遣。その後も複数隊を派遣し、ＤＰＡＴの現地活動に貢献した。

また、甚大な被害を受けた熊本県益城町の益城病院に対し、岡山県精神科医会と協力して、医師、看護師を含む6職種、43名を延べ286日に渡り派遣し

復興に協力した。
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・医療の質を高め、患者の「安心・安全」を担保できるよう、医師、看護職を中心とした採用を積極的に進めた。

また、育児に関する諸制度や福利厚生も含めた支援を職員に周知し、出産後も安心して職場復帰できる環境作りに努めた。

・入院医療から地域移行・地域定着に向けて個々のニーズに応じた切れ目のないリハビリテーション、デイケアプログラムを効果的に提供することで患者

の自立を助け、本院デイケア、東古松サンクト診療所デイケアから多くの就労移行を行った。

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化

ア 評定

中期計画の進捗状況は優れて順調

イ 理由

医療現場の働きやすさや質を保ちながら、収入の確保及び効率的かつ効果的な予算の執行に努め、業務運営の不断の見直しを行った。

ウ 評価した項目

① 項目数 8項目

② 特筆すべき項目

・患者の状態に応じた適切な病床運営と多床室のプライバシー対策強化等の環境改善により、第2期中期計画中、もっとも高い病床利用率93.8％を達成し

た。

Ⅴ 財務内容の改善

ア 評定

中期計画の進捗状況は優れて順調

イ 理由

経常収支比率等の経営管理指標が良好な水準にあり、県内の精神科医療の中核病院としての役割を果たしつつ、財務内容の健全性を維持している。

ウ 評価した項目

① 項目数 2項目

② 特筆すべき項目

・人員増に伴う人件費の増加及び法定福利費の増加等により、経常収支比率（経常収益／経常費用）、医業収支比率（医業収益／医業費用）、人件費比率(総

人件費／医業収益)はいずれも前年度より後退したものの、必要な人材を確保し、材料費等の契約内容の見直しを行うなど効率的な病院経営を行い、黒

字決算を維持している。
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Ⅵ その他業務運営に関する重要事項

ア 評定

中期計画の進捗状況は優れて順調

イ 理由

多様化する生活形態に対応するため、各種制度の見直しや家族休暇、育児休暇等が取得しやすい職場環境づくりや、職員の心身の健康面に配慮した。

精神科医療の質の向上と患者の早期社会復帰を促進するため、病院見学会など効果的なＰＲを行い、医師、看護師をはじめコメディカル等の必要な人材を

継続的に確保した。

ウ 評価した項目

① 項目数 6項目

② 特筆すべき項目

・育児・介護休業が取得しやすい環境づくり、職場復帰後も家庭と仕事が両立できる体制づくりを意識した制度運営を行った。また、保育所の設置につい

ても職員労働組合と協力して全職員を対象としたアンケート調査を行い、他の支援策も含めて協議を行った。

・優れた専門職を確保するため、オープンホスピタル及びインターシップ等の活動を継続して行った。2年目となったオープンホスピタルに関しては、職

種ごとに、より深く業務を知る事が出来るよう工夫をし、多くの人材採用に繋げた。

⑶ 評価結果等の業務運営への活用状況

精神科救急医療において県内で中心的な役割を担っているほか、医療従事者の手厚い配置が必要である児童・思春期精神科医療、高い専門性が求められる薬物

等依存症医療、公的病院が設置することとされる司法精神入院棟の運営など、地方独立行政法人として公的な使命を果たしつつ、医療の質の向上に努めた。

⑷ 岡山県精神科医療センターに対する勧告等

該当なし

区　　　　　分 平成26年度 平成27年度 平成28年度

経常収支比率（経常収益／経常費用） 109.7％ 108.7％ 101.8％

医業収支比率（医業収益／医業費用） 99.5％ 97.8％ 90.8％

人件費比率（総人件費／医業収益） 70.9％ 71.6％ 77.7％


